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一
コ
ロ
ナ
の
た
め
、
長
ら
く
取

り
組
む
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

薯
名
統
一
行
動
を
、
５
月
３
日

の
憲
法
記
念
日
に
、
名
古
屋
の

｜

’
’憲

法
記
念
日
に
署
名
統
一
行
動
に
取
り
組
む
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鶴
舞
公
園
に
、
尾
北
支
部
・
一

宮
支
部
・
名
南
支
部
・
南
東
支

部
・
名
北
支
部
・
西
三
支
部
か

ら
十
数
名
の
役
員
・
会
員
さ
ん

が
集
ま
り
、
鶴
舞
公
会
堂
で
開

催
さ
れ
る
憲
法
記
念
集
会
に
、 I

私たちの
運動の基本県

下
各
地
か
ら
参
加
さ
れ
る
皆

さ
ん
に
署
名
の
協
力
を
お
願
い

し
ま
し
た
。

会
場
周
辺
に
は
右
翼
の
街
宣

車
が
十
数
台
、
大
音
量
で
が
な

り
た
て
て
い
ま
し
た
が
、
署
名

統
一
行
動
参
加
者
は
、
集
会
が

始
ま
る
ま
で
元
気
よ
く
行
動
し
、

署
名
行
動
終
了
後
に
は
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
の
音
楽
家
ナ
タ
ー
シ
ャ

さ
ん
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
始
ま
る

「
憲
法
施
行
７
６
周
年
記
念
・

市
民
の
つ
ど
い
」
に
参
加
し
ま

し
た
。集

ま
っ
た
署
名
は
、
５
月
１

６
日
の
国
会
請
願
に
愛
知
か
ら

５
名
の
代
表
が
持
参
し
、
国
会

議
員
事
務
所
を
訪
問
し
、
紹
介

議
員
に
な
っ
て
い
た
だ
く
要
請

ふ
た
た
び
戦
争
と
暗
黒
政
治
を
許
さ
な
い
た
め
に

一
、
治
安
維
持
法
体
制
の
復
活
に
反
対
す
る

一
、
国
は
戦
前
の
治
安
維
持
法
が
人
道
に
反
す
る
悪
法
で
あ
っ

た
こ
と
を
認
め
る
こ
と

一
、
国
は
治
安
維
持
法
の
犠
牲
者
に
謝
罪
と
補
償
を
お
こ
な
う
こ
と

I
行
動
に
参
加
し
ま
す
。

|,県同盟個現ゞ
－－

5月1日 777名

【入会者】 2名

西三支部1名瀬戸支部1名

【退会者】 2名

名北支部2名
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一
国
賠
同
盟
西
三
支
部
と
日
本
徳
川
家
康
が
産
声
を
あ
げ
た

巽
産
党
岡
崎
市
委
員
会
、
日
本
岡
崎
城
か
ら
箕
と
鼻
の
先
、
岡

英
産
党
岡
崎
市
後
援
会
の
３
団
崎
市
康
生
町
５
１
５
番
地
で
、

藤
で
小
冊
子
「
岡
崎
の
社
会
進
和
田
英
一
は
１
９
０
６
年
（
明
治

夢
の
歴
史
・
抵
抗
の
歴
史
に
参
胡
年
）
３
月
訓
日
産
声
を
あ
げ
た
。

前
し
た
人
た
ち
」
の
発
刊
に
向
筆
者
が
現
在
住
ん
で
い
る
住
所

げ
て
準
備
が
進
ん
で
い
ま
す
。
と
同
じ
番
地
で
あ
り
、
和
田
英

一
日
本
共
産
党
創
立
１
０
１
年
一
と
の
因
縁
を
感
じ
ざ
る
を
え

の
７
月
１
５
日
に
発
刊
予
定
で
ま
せ
ん
。

一
す
。
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。
和
田
英
一
は
、
愛
知
県
立
岡

崎
第
二
中
学
を
卒
業
、
１
９
２

－
今
一
〉

一
迄
』

３
年
（
大
正
岨
年
）
第
八
高
等
学

↓

Ｆ
一
半

一
嘩
鐇

一
鱗
》

一
秘

ｌ
故
郷
の
岡
崎
に
戻
る
こ
と
に
な
っ

岡
崎
に
社
会
進
歩
の
た
．
そ
し
て
県
立
岡
崎
第
一
一
中

種
を
ま
い
た
和
田
英
一
碑
脚
舳
鰯
脈
揃
細
朏
柵
郵
舳
刑

岡
崎
に
社
会
進
歩
の

種
を
ま
い
た
和
田
英
一

｜

’「
岡
崎
の
社
会
進
歩
の
歴
史

抵
抗
の
歴
史
に
参
加
し
た
人
た
ち
」

’ 凸
凸
▲
手
■
当
６
５
▲
▼
０

郎
は
岡
崎
師
範
学
校
の
若
い
学

、
生
達
と
洋
画
研
究
の
会
『
新
光

会
』
を
主
宰
し
、
芸
術
・
文
化

運
動
に
取
り
組
ん
で
い
た
が
、

和
田
英
一
の
影
響
で
近
藤
孝
太

郎
も
ま
た
急
速
に
マ
ル
ク
ス
主

義
に
傾
倒
し
、
和
田
英
一
と
と

も
に
『
マ
ル
ク
ス
主
義
研
究
会
』

報
』
“
の
編
集
者
ど
輯
耽
蝋
‐
‐
近
藤
Ｉ
密
結
成
ｄ
Ｉ
ぞ
の
Ｉ
『
詞
朋
ダ
ズ
垂

孝
太
郎
と
と
も
に
文
化
問
題
や
義
研
究
会
』
に
は
洋
画
研
究
の

政
党
批
判
な
ど
論
陣
を
張
っ
て
会
『
新
光
会
』
の
メ
ン
バ
ー
で
一

い
た
。
そ
の
当
時
、
近
藤
孝
太
あ
る
岡
崎
師
範
学
校
の
生
徒
た

八滴時代の和麗英一
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０
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興り

１
ｊ

１

０
■
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ち
も
参
加
し
、
マ
ル
ク
ス
主
義

の
思
想
を
急
速
に
吸
収
し
て
い
つ
一

た
。

警
察
権
力
に
よ
り
か
ね
て
か

ら
監
視
さ
れ
て
い
た
和
田
英
壹

は
、
１
９
２
８
年
（
昭
和
３
年
）
一

の
三
・
一
五
弾
圧
で
岡
崎
署
に

逮
捕
さ
れ
た
。
釈
放
後
『
三
掴

日
報
』
の
編
集
長
を
努
め
た
が
、
－
２

翌
年
の
１
９
２
９
年
（
昭
和
４
年
）
一

の
四
・
一
六
弾
圧
で
編
集
室
か
一

ら
特
高
に
引
き
立
て
ら
れ
て
い
つ
一

た
。
そ
の
時
の
状
況
を
和
田
英

一
よ
り
４
才
年
下
の
印
刷
工
場

の
労
働
者
福
岡
寿
一
が
書
き
記

し
て
い
る
。
「
三
河
日
報
の
表

の
あ
た
り
で
、
人
が
人
を
殴
（
ぶ
）
一

つ
と
き
の
不
気
味
な
音
と
怒
声

が
聞
こ
え
た
。
見
る
と
、
和
因

さ
ん
が
三
人
の
刑
事
の
た
め
力

つ
く
で
引
き
ず
ら
れ
て
行
く
蚕
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睡
頓
い
調
ｑ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｉ
’
１
１
１
１
１
‐
君
ば
黙
到
で
’
み
で
賊
だ
ｑ
ｉ
Ｉ
Ｉ
’

一
私
は
、
夢
中
で
工
場
の
階
段
和
田
英
一
の
墓
は
、
父
君
和

一
を
降
り
、
作
業
着
の
ま
ま
表
へ
田
英
治
に
よ
っ
て
自
宅
か
ら
東

飛
び
出
す
と
、
和
田
さ
ん
を
引
っ
に
数
百
メ
ー
ト
ル
の
乙
川
沿
い

張
っ
て
い
く
三
人
の
刑
事
の
す
の
満
性
寺
に
建
て
ら
れ
た
。

で
傍
ま
で
近
づ
き
、
そ
の
ま
ま
そ
し
て
同
年
７
月
１
日
に
は

液
ら
に
つ
い
て
行
っ
た
。
行
く

菫
い
と
す
る
和
田
さ
ん
に
「
来

ん
か
三
と
刑
事
が
和
田
さ
ん

一
の
手
を
力
ま
か
せ
に
引
き
寄
せ

だ
。
ピ
リ
ッ
、
と
合
オ
ー
バ
ー

め
裂
け
る
音
が
し
た
。
私
は
、

恵
わ
ず
そ
の
刑
事
を
睨
ん
だ
」

和
田
英
一
は
、
こ
の
と
き
の
検

葦
に
よ
る
拷
問
の
た
め
病
気
を

一
こ
じ
ら
せ
、
釈
放
後
は
殆
ど
寝

走
き
り
と
な
り
、
翌
年
の
１
９

－
３
０
年
（
昭
和
５
年
）
４
月
鯛
日
「
岡
崎
合
同
労
働
組
合
」
が
結

に
亡
く
な
っ
た
。
劉
歳
の
若
さ
成
さ
れ
、
和
田
英
一
の
ま
い
た

で
あ
っ
た
。
お
通
夜
に
集
ま
つ
種
は
、
岡
崎
で
の
社
会
進
歩
の

一
た
若
い
労
働
者
た
ち
は
「
組
合
歴
史
を
前
に
進
め
る
こ
と
と
な
っ

葬
」
に
す
る
と
い
う
こ
と
で
和
た
。
若
山
晴
史

田
の
屍
を
、
み
ん
な
で
つ
く
つ

だ
赤
旗
に
遺
骸
を
く
る
ん
で
火
岡
崎
師
範
学
校
に
お
け
る
反
戦
活
動

葬
場
ま
で
担
い
で
行
っ
た
。
父

岡
崎
師
範
学
校
に
お
け
る
反
戦
活
動

諸
君
ハ
労
働
者
ダ

資
本
家
共
ノ
犬
ニ
ナ
ッ
テ

諸
君
ヲ
戦
争
二
引
ツ
パ
リ
出
ス

奴
等
ヲ
ケ
ッ
ト
バ
セ

国
家
総
動
員
ヲ
プ
チ
破
レ
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０
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．
ｏ
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０
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Ｕ
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■
１
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０
１
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７
６
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０
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．
■
・
９
０
Ⅱ
０
０
Ｄ
Ｂ
９
１
９
９
４
０
０
９
９
１
申
０
１
０
ト
リ
リ
。
．
０
０
』
．

金
持
ヤ
金
持
ノ
番
犬
ニ
ナ
ッ
テ
ヰ
ル

軍
人
共
ニ
ダ
マ
サ
レ
ル
ナ

ア
イ
ッ
ラ
ハ
自
分
ガ
儲
ケ
ル
為
二

俺
達
ヲ
戦
争
二
引
ズ
リ
出
ス
ノ
ダ

労
働
者
ハ
戦
争
ニ
ハ
反
対
ダ

国
家
総
動
員
ヲ
タ
タ
キ
ッ
ブ
セ

国
家
総
動
員
ヲ
打
破
レ

オ
レ
タ
チ
ハ
労
働
者
ダ
戦
争
ガ
一
体
オ
レ
タ
チ
ニ
何
ノ
役
二

立
ツ
ノ
ダ
。

ダ
ダ
戦
争
二
引
ズ
リ
出
サ
レ
テ
、
プ
チ
殺
サ
レ

俺
達
ノ
家
族
ハ
ソ
ノ
日
カ
ラ
食
フ
ニ
困
ツ
テ
終
フ
ダ
ケ
ダ

コ
ン
ナ
戦
争
ノ
準
備
国
家
総
動
員
ニ
ハ
絶
対
反
対
ダ

金
持
ダ
ケ
ガ
シ
コ
タ
マ
儲
ケ
ル
タ
メ
ニ
タ
ク
ラ
ム
戦
争
ニ

ハ
反
対
ダ

国
家
総
動
員
ヲ
ハ
ネ
飛
バ
セ

（
反
戦
ビ
ラ
よ
り
）

４
１
‐
↑
‐
７
‐
Ｉ
‐
申
Ｌ
９
Ｉ
●
Ｐ
・
口
９
．
８
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９
Ａ
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．
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Ｕ
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０
０
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０
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０
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０
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０
口
■
・
Ｔ
ｊ
‐
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‐
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０
：
８
．
０
‐
１
０
０
↓
、
９
４
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、
岡
崎
市
で
ば
繕
：
近
隣
の
矢
作
：

町
、
安
城
町
な
ど
と
と
も
に
、

問
崎
地
区
防
衛
隊
本
部
が
つ
く

ぢ
れ
、
本
多
敏
樹
市
長
が
隊
長

に
な
っ
た
。
本
部
は
岡
崎
市
役

所
に
お
か
れ
、
警
備
隊
本
部
が

客
出
張
所
と
小
学
校
に
設
置
さ

一
れ
た
。

－
１
９
２
９
年
（
昭
和
４
年
）
７

月
胡
目
早
朝
、
兵
員
が
到
着
。

定
午
ま
で
に
高
射
機
関
銃
が
、

帝
役
所
北
側
の
火
の
見
櫓
、
岡

一
ピ
ル
、
甲
山
、
三
島
小
学
校
な

透
に
、
空
へ
向
け
て
据
え
ら
れ

一
た
。

一
通
信
班
も
派
遣
さ
れ
、
防
衛

隊
本
部
と
監
視
哨
、
機
関
銃
配

備
地
区
と
の
間
に
軍
用
電
話
線

が
架
設
さ
れ
た
。

一
午
後
１
時
、
宣
戦
が
布
告
さ

流
、
演
習
は
開
始
さ
れ
た
。
そ

の
日
だ
け
で
４
９
７
０
人
が
参

加
し
た
。
そ
の
夜
、
市
内
は
灯

災
官
制
に
は
い
っ
た
。
灯
火
官

制
の
夜
陰
に
ま
ぎ
れ
て
反
戦
ピ

ｒ
０
９
０
ｊ
０
ｒ
０
ｌ
Ⅱ
９
４
１
０
０
り
０
０
４
６
。
↑
Ｈ
９
ｉ
４
Ⅱ
０
９
ｊ
９
ｏ
６
０
ｆ
ｉ
４
９
６
０
■
ｌ
ｏ
４
０
０
９
０
Ⅱ
０
０
９
１

気
が
撒
が
加
だ
●
Ｉ
Ｉ
ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
畔
の
宿
）
Ｉ
１
１
１
１
１
‐
Ｉ

翌
別
日
、
岡
崎
師
範
で
は
一
参
加
費
・
１
万
５
千
円
（
一

学
期
の
終
了
式
が
と
り
お
こ
な
泊
三
食
）

わ
れ
た
。
待
機
し
て
い
た
警
察
（
前
回
１
万
８
千
円
で
ご
案

は
、
出
て
き
た
生
徒
を
調
べ
、
内
し
ま
し
た
が
、
全
国
旅
行
支

何
人
か
を
そ
の
場
で
逮
捕
し
た
。
援
が
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
３
千

県
特
高
課
も
か
け
つ
け
、
こ
の
円
安
く
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
と

日
、
取
り
調
べ
ら
れ
た
生
徒
の
買
物
ク
ー
ポ
ン
２
千
円
分
が
も

数
は
数
十
人
に
の
ぼ
っ
た
。
ら
え
ま
す
。
）

７
月
瓢
日
、
学
校
は
処
分
を
往
復
の
交
通
費
に
つ
い
て
は
国

発
表
し
た
。
賠
同
盟
会
員
に
つ
い
て
は
各
支

畔
柳
治
三
雄
（
別
歳
）
放
校
部
よ
り
援
助
が
あ
り
ま
す
。
国

安
藤
春
夫
（
灼
歳
〉
諭
旨
退
学
賠
同
盟
会
員
で
な
い
方
も
今
回

兼
子
忠
治
（
４
年
生
）
〃
の
旅
行
に
参
加
さ
れ
る
に
あ
た
つ

伊
藤
十
一
（
）
〃
て
入
会
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
交

神
谷
光
次
（
肥
歳
）
無
期
停
学
通
費
は
各
支
部
か
ら
で
ま
す
。

鈴
木
清
（
４
年
生
〉
一
年
停
学
申
し
込
み
は
下
記
の
申
込
書
に

時
．
６
月
ｕ
日
（
水
）
～
た
だ
き
ま
す
。

妬
日
（
木
）
Ｆ
Ａ
Ｘ

宿
・
ラ
コ
華
乃
井
（
諏
訪
湖
０
５
６
４
７
９
０
５
６
１

「
伊
藤
千
代
子

顕
彰
碑
を
訪
ね
る
旅
」

記
入
の
う
え
各
支
部
役
員
さ
ん

又
は
県
本
部
事
務
局
の
若
山
ま

で
Ｆ
Ａ
Ｘ
願
い
ま
す
。

参
加
申
し
込
み
者
に
は
後
日

詳
し
い
日
程
表
を
送
ら
せ
て
い

Q

d

I
Ｉ
ｌ
Ｏ
Ｏ
Ｂ
Ｕ
“
８
８
０
８
一
・
Ｕ
１
．
０
０
．
８
９
』
９
■
ロ
ロ
リ
上
■
・
■
・
日
．
ｇ
』
Ｇ
・
Ｂ
Ｇ
．
９
０
．
９
６
．
日
．
■
・
■
０
』
Ｕ
ロ
■
ロ
■
・
■
Ⅱ
。
９
０
口
６
０
，
９
．
９
０
４
申
中
中
Ｊ

’ ｢伊藤千代子顕彰碑を訪ねる旅」参加申込書

(お名前）

(ご住所）

(連絡先B)
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